




















































































２ - 3 ．戦略的提携の競争優位の持続性
戦略的提携が持続的競争優位の持続性については，Barney （2002） が定義するVRIOのフレー
ムワークで検討できる。すなわち，戦略的提携が，経済的価値があり （V），さらに希少性を持
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「i-sole 即完売！：平繁かなえの mama’sあい」『株式会社 あいテレビ』（2008） http://www.itv6.
jp/announcer/hirashige/entry/2008/12/000547.php
「関西学院大学×株式会社エルビー産学連携企画　共同マーケティング・プロジェクトからの
新商品　第二弾!! 『ジェラートラテ』4月8日 （火） 新発売！」『株式会社エルビーニュース
リリース』 （2014） http://www.elbee.jp/company/news/20140317a.html
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たこれを促進するために研究，技術応用室 （ORTA：Ofﬁce of Research and Technology 
Applications） を設置することを国立研究機関に義務付ける。





ⅵ  吉田 （2014） を参照されたい。全国の文系学部を有する大学における産学連携事業の担当
者に対し2012年に実施された「大学文系分野における産学連携の取り組みの実態に関す
るアンケート調査」に基づき，分析が行われている。
ⅶ  株式会社エルビーニュースリリース （2014） を参照されたい。
ⅷ  『宣伝会議』 （2014） を参照されたい。
ⅸ  日経産業新聞 （2013） を参照されたい。
ⅹ  吉田 （2014） pp.32～34を参照されたい。
ⅹⅰ  吉田 （2014） pp.32～34を参照されたい。
ⅹⅱ  Aaker （1996），青木 （2011） を参照されたい。
ⅹⅲ  楠木 （2010） 第4章においても，楽天の創業におけるコンセプトについて，日本のように
成熟した消費社会では，「何が売れるか」よりも「どうやったら売れるか」に注目するこ
との重要性が指摘されている。
ⅹⅳ  森田 （2010） を参照されたい。
